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更新世谷下石灰岩裂締堆積物（静岡県引佐町）

の脊椎動物化石

野　嶋　宏　二子

The Pleist∝ene Vertebrate faunas from the uYageu

Limestone Fissure Depositsin Shizuoka Prefecture

KojiNoJIMAI

Abstract The small－SCalelimestone masses are sporadically distributedinthe north to the

HamanaLake，ShizuokaPrefecture．Abundant fossils of Pleistocenevertebrates have so far

been excavated from fissuredepositsoftheselimestones．The Pleistocenevertebrate faunas

ofthe”Yage”LimestoneFissureDeposit弓atInasa－Cho，Inasa－gunareOneOfthe mostim－

portantJapaneseQuatemaryVertebratefaunas to make clear relation between the faunas
intheJapaneseIslandsandtheAsianContinentduringtheQuaternary．The”Yage”Lime－

stoneFissureDeposits，theYageFormation，isdividedintothelowerpart（freshwatersedi－
ments）andtheupperpart（terrestrialsediments）．Thelowerpart（ca．6．5minthickness）

consistsoflaminatedredtoyellowishbrownclay，andintercalatesfivefossilfishbonelay－
ers（F3＝50～80cm，F2＝15～25cm，Fl＝2cm，FO2＝8cm，FOl＝2cminthickness，reSpeCtively）

anda voIcanic ashlayer（approximatelyl minthickness）．Fromthesefish bonelayers，

four species of fresh－Water fishes，αlT・α8Sius sp．，qPrinus carpLO，Distoechodon sp．，

允rasilurussp．wereidentified，andfromtheuppermostpartoftheF3fishbonelayer，eight
hundredbonesofcrocodylidswereexcavatedwithaventralplastronof Ocadasinensisand

ahumerusofLutrasp．ThelowerpartiscorrelatedtotheSahamaFormationonthebasis
ofthelevelofsedimentarysurface，VOIcanicash，andsedimentaryenvironment．Thegeologl－

CalageofthelowerpartisasslgnabletotheMindel－RissInterglacialage．Theupperpart
（3～8min thickness）is composed ofthe yellowish brown clay containing subangularlime－

stoneand chertgravels．Thefollowlngfossilvertebratebones over a thousandinnumber
wereexcavatedfromresidualclayandtravertineintothefissuredepositsoftheupperpart：

the eight extinct警PeCieP（Cbnis hpus，Meles meres anahuma，Ebtorius huzuueTLSis・
叫押0れfceruU8prαれ卿OmC昆S，ぶれOm喀αCerOgyαbei，蝕αOJogOdo几几αα仙肌几もAn0比rOSOre∬

jbponicus，and Amtheraα　庭ris）andliving18　species　including Microtus montebeui，

坤ctereutesuiuerrinus，andRhinolqphusfbrrumequinum．Basedonthefossilvertebrate spe－
cies，thisupperpartiscorrelatedtotheupperKuzuuFormation，TochigiPrefectureandthe

upperIsaFormation，YamaguchiPrefecture．Thegeologicalageofthispartisasslgnableto
theW血mglacialage．

KeyWordS：Pleistocene，”Yage’’Limestone，fissuredeposit，Vertebratefauna，fossilcrocodile

緒言

浜名湖の北岸域には，浸食の進んだ晩壮年一老年期
を示す標高300～400mの低い山地が連なり，それらの
山裾から湖岸にかけて4段の段丘（標高110～70m，

60～50m，50～30m，40～20m）が発達している．山地
を構成する地層は，主としてジュラ紀付加体を構成す
る珪質堆積岩および粘板岩からなり，散点的に輝線岩
やハンレイ岩の貫入岩体と共に時代未詳（一部は古生
代を示す）凝灰質頁岩や石灰岩を挟在する．これらの
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地層はほぼ走向ENE－SWS傾斜600N方向に配列してい
る（斉藤，1955；磯見・井上，1972；土，2001）．
散点的に挟在する石灰岩体はいずれも小規模である
が，1950～1970年代にセメントの原料や砕石として盛
んに採掘された．これらの石灰岩の採石時に露出した
裂縛堆語物からはこれまでに数多くの脊椎動物化石が

産出し，三ヶ日と浜北では人骨も発見され封ノる・今
回，ここに報告する静岡県引佐郡引佐町の谷下石灰岩
裂博堆葎物から産出した脊椎動物化石は日本の第四紀
更新世の脊椎動物化石群としては呈，種類ともに最大
規模のものの一つであり，本邦更新世の舌環境を解明
する上で，また，日本とアジア大陸との動物群の関連
を議論する上で貴重な資料を提供する．
引佐町谷下の石灰岩は，浜名湖の北東約7kmの井伊
谷川中流部左岸に発達する上位段丘（標高110～70m）
の堆積物下に一部埋没して分布する小さな岩体（約900
㌔）である（図1）．この谷下石灰岩体の採石作業中に
現れたいくつかの洞窟および裂坤に堆積した地層から，
数多くの脊椎動物化石が産出した．
谷下石灰岩裂坤堆積物は上・下2層に分けられる．
下部層（層厚約6．5m）は淡水域で堆帝したと考えられ，
成層した褐色粘土層から5体分のワニの頭骨を含む各
部位の骨格，シナガメの腹甲板，カワウソの上腕骨が
産出し，また，おびただしい数のコィ，フナ，ディス
テイコドン（現在アジア大陸に生息する淡水魚）などの
魚骨片が採取された．上層部（層厚約3～8m）は地上
からの落ち込みあるいは流れ込みを示す陸成の堆積物
からなり，トラ，オオカミ，ニホンムカシジカなどの
絶滅種8種を含む26種もの脊椎動物の骨格が採集され
ている．これらの下・上部の堆積物はそれぞれ中期更
新世と後期更新世に対比される（高井はか，1958；静岡
県立浜松北高等学校地学部，1976；冨田，1978）．
本研究の基になった調査資料および標本の大部分は，
1967年から1976年にかけて静岡県立浜松北高等学校地
学部によってなされた精力的な発掘調査に基づいてい
る．その当時，このような裂縛堆積物は，採石作業で
は厄介もの扱いされ，露出すると同時にすばやく調査
しないとすべて捨て土として処分された．したがって，
未調査のまま失われた露頭もいくつかあったと思われ
る．このような状況の中で，採石現場の作業工程に合
わせて，適宜現場の詳細な地形図と地質柱状図を作成
すると共に，堆積層の記載や化石の採集を行った．
本研究調査以前に谷下採石場から産出した脊椎動物
化石について，これまでに報告されたものはナウマン
ゾウの第3乳臼歯を伴う左右の下顎骨（1955年発見）に
ついての論文（高井ほか，1958）がある．また，本研究
調査とほぼ同時期に別の複数グループによって採取さ
れた多数の標本については，その一部が冨田（1978）に
よって報告されている．谷下石灰岩裂縛堆積物の下部
膚から採取された多数の標本のうち，コイ科魚類のディ
ステイコドンについては上野（1965）の研究が，また，
コイ科ゼノキプリス亜科については友田（1979）の研究
報告がある．ワニ化石については，中島・長谷川（1982）
および中島（1983MS）の研究がある．発掘からすでに20
年が経過してしまったが，静岡県に自然史博物館の設
立要望が高まっている現在，地元のこのような第一級
の貴重な標本を伴う発掘地の全資料を整理し，ここに
まとめておくことは意義深く，本発掘調査に携わった
者の責務でもあると考え，ここに報告するものである．
谷下石灰岩裂縛堆積物の上部層から採取された多数

の哺乳類化石の一部の標本については国立科学博物館
に登録・保管されている（Tomida＆　Sakura，1988，
1991）．また，上記の標本以外に，本研究調査で採取さ
れた標本の大部分は，現在，未登録のまま，国立科学
博物館に保管を依頗してある．ごく少数の標本は静岡
大学理学部地球科学教室と静岡県立浜松北高等学校，
浜松市立博物館に保管されている．

図1　谷下周辺の地質図．
1：上位段丘堆積物（段丘面の標高：110～70m），2：中位段
丘（三方原段丘）堆積物（標高：60～50m），3：低位段丘（神宮
寺段丘）堆積物（標高：50～30m），4：低位段丘（井伊谷段丘）
堆積物（標高：40～20m），5：沖積層，6：チャートを主体
とするジュラ紀付加体，7：ベルム系（？）の石灰岩体．
Fig．1Geologicalmapin the vicinity of”Yage”．

1：Upper terrace deposits（1evel of the terrace sur－

face：110～70m），2：Middle terrace deposits（Mikata．

gahara Terrace depositslevel of the terrace surface：

60～50m），3：Middle terrace deposits（Jinguji Ter－

race deposits，1evelofthe terrace surface：50～30m），

4：Lower terrace deposits（Iinoya Terrace deposits，

1eveloftheterracePurface：40～20m），5‥Alluvialde－

posits，6：JurrasIC aCCretionary complex mainly

composed of chert，7：Permian（？）1imestone．

谷下石灰岩裂岬堆積物

谷下に分布する結晶質の石灰岩体には化石が含まれ
ないので，その地質時代を特定することは出来ない．
しかし，ジェラ紀付加体中の石灰岩体はENE－WSW方
向に配列する傾向があり，本石灰岩体の西方約15kmに
位置する三ヶ日町奥平山の石灰岩体からは，

魚euddtLSuliTZLISP．や＆hwagerina spp．が産出する（磯
見，1958）ことから，谷下の石灰岩も下部ベルム系であ
る可能性が高い．この谷下の石灰岩採石場において，
採石作業中に露出し，運よく観察することができ，ま
た化石を採集することができた裂辞堆積物は10ヵ所で
あった（図2）．そのうち，堆帝物の詳細な調査と含有化
石の産状を観察しながら標本を採集できたのは3ヵ所
であった（図2の1～3）．これらの裂申堆帯層は通称，“谷
下層”と呼ばれていたが，これまでに正式な定義はな
く．静岡県立浜松北高等学校地学部（1976）によっては
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じめて地層名として用いられた（本稿でも“谷下層”の名
称を用いることとする）．
谷下層は堆積物の層相，堆積構造および含有化石の
種頬によって，上部層と下部層に分けられる（図2，3，
4）．すなわち，下部層は主に赤～黄褐色粘土からなり，
明らかに水中で堆積したと考えられる成層した水平の
薬理が発達し，多量の魚骨片を包含する．これに対し

図2　谷下石灰岩採石場付近の地形．
1～10：裂申堆積物の露頭，a，b：図版1－aおよび図版1－bに示
された露頭写真の撮影方向を示す．

Fig．2　Geographical map and section around the
“Yage Limestone”Quarry．

1～10：OutCrOpS Ofthe fissure sediments，a，b：phot0－

graphic direction ofthe outcrops shown on the Plate

l－a and Plate1－b．

て，上部層は石灰岩のはか，珪質岩や輝線凝灰岩など
の大小の角礫を不規則に含む褐色粘土層からなり，陸
上脊椎動物の骨格を散点的に産出する．
（1）下部層（淡水成相）
下部層は谷下石灰岩採石場の南端に発達した大きな
裂辞を充填した堆積物からなり，東西70m，南北20mの
範囲内（第1～第4露頭）にのみ露出する（図2の1～4）．
この中でも，下部層は第1露頭（東西約7m，南北約4m
の範囲）に大規模に露出する．この露頭において，1967
年から調査を開始し，東西の地層断面を剥離・露出さ
せながら，南から北に向かって発掘を進めた．露頭は
1972年に東西方向に最も広く露出した．この地層断面
（図版1a）において裂綽堆摺物を示す詳細な地質柱状断
面図（図3B）を作成した．また，1970～1971年にかけて，
第1露頭から北方に続く第2露頭の約15mの範囲（F3
含魚化石粘土層上部の居準で，標高は約55．7m）から多
数のワニとカワウソやシナガメの化石が産出した．こ
の大型脊椎動物の化石の産状を示す平面図（図3A）を
示した．
第1露頭における下部層の基底は標高約54．3mにあ
り，その直上は径約1cm程度の石灰岩の亜角礫を含む
黒灰色細粒砂からなる．下部層の最大層厚は約6．5mで
上部層に不整合に被われると思われるが，このような
上・下層が接した露頭は観察されていない．
層相は模式地質柱状図（図4）および露頭写真（図版
1a）に示されるように薬理の発達した赤～黄褐色の粘
土層からなり，魚骨を多量に含む薬理のよく発達した

3

灰白色粘土層が5層挟まれる（下位からF3：層厚50－80cm，
F2：層厚15－25cm，Fl：層厚2cm，FO2：層厚8cm，FOl：層厚
2cm）．なお，下位2層の含魚化石粘土層，すなわち，
F3層とF2層は凍灰質で，特にF2居中には，径5mmの灰
白色の軽石粒が点在する．また，F3とF2の含魚化石粘
土層の間には約1m厚の灰白色火山灰層が挟まれる．
この火山灰層の密度は1．27g／dと軽く，粒径は中粒砂
（0．4％），．細粒砂（13，1％），シルト（10．1％），粘土（76・4％）
である．火山灰はすでに粘土鉱物（モンモリロナイト）
化し，磁鉄鉱あるいは酸化第二鉄などの重鉱物（含有量
3．5％）が斑点状に点在する．なお，層厚2～3cmの薬理を
もつ細礫混じりの細砂層2層が本下部層の中・上部に

図3　第一露頭における谷下石灰岩裂博堆積物の地質柱状図

（B）およびワニ化石発掘平面図（A）（地質柱状断面図につい

ては図4の凡例を参照のこと）．

Fig，3　Geological columns of the Yagelimestone fis

suredepositsatthe outcroplandbeddingplane View

of the excavation site of crocodylid fossils（see the

explanation ofFigure4for thelegend of the geologl－
Cal columns）．

かけて挟在し，層厚40cmの層理のある細礫混じりの粗
～中粒の砂層が最上部に重なる．F3～FOlの5層の含
魚骨層以外からの魚化石の産出はない．

（2）上部層（陸成相）
谷下石灰岩採石場の主として北半部に露出する（図2
の1，5～10）．本層下層の標高は最も低いところで52m，
高いところで65mと場所によってまちまちである．ま
た，堆稀相も角礫を多く含んだり，また，ほとんど含ま
なかったり，裂車ごとに異なる．層厚は3～8mである．
層相は模式地質柱状図（図4）にしめすように，主とし
て石灰岩の角礫，珪岩や輝線凝灰岩などの亜角礫を含
む黄褐色の粘土層からなる．上部層の最下部と裂縛の
側壁に沿った凹みにはやや粗粒の含礫砂質粘土が堆積
する．上部層全体の堆積状態はいわゆる“墜落流入型
化石床”（鹿間，1937）の様相を呈する．また，本居の
中部に数cm厚の土壌化した黒色帯が観察され，これを
境にさらに上・下層に2分される．堆帝物脊椎動物化
石の産出は標高54～63m付近の層準に集中している．
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図4　谷下層の模式柱状図．
1：上部層．亜角礫を含む黄褐色粘土層，2～7：下部層．2：細
礫混じりの粗～中粒砂層，3：細礫混じりの細粒砂層，4：灰

白色の含魚化石粘土層，5：赤～黄褐色粘土層，6：シルト層，
7：灰白色火山灰層，8：基盤岩（石灰岩），F3～FOl：含魚化
石粘土層．

Fig．4　Schematic columnar section of the Yage For
mation．

1：the upper part．yellowish brown clay containing
Subangular gravels，2～7：thelower part．middle－tO

COarSe一grained sand containing granules，3：graVelly

fine－grained sand containing granules，4：grayish

White clay richin fossil fish bones，5：red to ye1－

lowish brown clay，6：Silt，7：grayish white voIcanic

ash，8：basement．rocklimestone，F3～FOl：fossilfish

bone beds．

脊鞭勤鶉化石群

（1）下部層（淡水成相）
化石産状：魚骨は5居の灰白色の粘土層（F3，F2，Fl，
FO2，FOl）に密集して産出する．おびただしい数の骨
片がバラバラの状態で密集（図版2a，b）し，魚体一体分
が揃って産出することはないが，時に咽頭歯と咽頭骨
が一体となって産出することがある．これらの含魚化
石粘土層の下位の2層（F3とF2）は火山灰質の粘土層
からなり，魚化石は粘土層全体に含まれ，その含有密度
は上位の3層に較べて高い．なお，F3層の上部はやや
砂質な粘土層となり，そこからはワニやカワウソ，シ
ナガメが産出している．一方，本居上部の3つの含魚
化石粘土層（Fl，FOl，FO2）は褐色の粘土層からなり，

魚化石はこれに挟在する層厚約5皿の白色の薄層に密
集している．
産出化石の種類と産出部位（標本数）：魚化石の採集
については，堆稽物の表面に露出した肉眼視できる大
きさの骨片（咽頭歯や鯉蓋骨など）は透明ニスで骨の表
面を保護・固定した後，ピンセットを用いて堆積物中
から直接採取した．小さな骨は含魚骨堆積物をバケツ
中で水に浸し，粘土と骨の自然分離を待って化石を採
取し，その後10メッシュの鯖で水洗し，残りの骨を分
別して取り出した．
下部層から産出した魚頬骨は咽頭歯（図版2C，d，e），
咽頭骨，鯉蓋骨（図版2f），脊椎骨，腹肋骨，頭骨，
第三背鰭錬，ウエーベル氏器官，鰭骨，舌顎骨，基後
頭骨，鎖骨などであった．これらの種の同定は現生淡
水魚（琵琶湖および佐鳴湖産）の主として咽頭歯，咽
頭骨，鯉蓋骨などとの形態比較によってなされたが，
現時点で種まで決定できたのは4種にすぎない．また，
各魚種の個体数は単位体積（200汀円　当たりの咽頭歯数
から算定した．その結果，下部2層からは優占種とし
てフナ（CbmSSU古平．）（86．0％），従属種としてコイ（
qpri花US Cα頑0）（10．2％）が産出し，ディスティコド
ン（戊SとoecんodoJISp．）（3．8％）とナマズ（fbms血ruS
sp．）（0．001％）などが少量含まれる．これに対して，
上部の3層ではディステイコドン（かねoec九〇（われSp．）
が優占種（93．0％）となり，フナ（〔bmssg∽　Sp．）
（6．5％）とコイ（q卿血描Cα頑0）（0．5％）が従属種
となっている．以下に，産出した脊椎動物化石につい
て，同定されたそれらの種類と骨格部位，その産出個
体数（魚頬とワニを除く）を記す．
コイ（qprf花α8Cα岬わ）：咽頭歯と鯉蓋骨からコイ
亜科コイ属のコイに同定された．日本列島からのコイ
科化石は鮮新世～更新世の舌琵琶湖層群から多産し，
コイ科魚類の進化系統が中島（1998）によって論じら
れている．
フナ（（九mα88US Sp．）：咽頭歯と鯉蓋骨からコイ亜
科フナ属に同定される．日本列島のフナ属はキンブナ，
ギンブナ，ニゴロブナ，ゲンゴロウブナ，ナガブナな
どに分けられるが，いまだ種を特定するに至っていな
い．

ディステイコドン（かよSわecゐ0あ行Sp．）：咽頭歯付
き咽頭骨からコイ科ゼノキプリス亜科ディスティコド
ン属に同定された（上野，1965）．この亜科は，日本で
は宮津，瑞浪，壱岐の中新世前期の地層から産出が知
られている（友田はか，1977；友田，1979）．また，琵
琶湖畔の縄文中期の粟津貝塚からも産出している（中
島はか，1996）．現在はアジア大陸および台湾に生息し，
中国では重要な食用魚となっている．

ナマズ（月ユT・aSilunLS SP．）：鎖骨がF3層とF2層か
ら産出した．

ワニ（αocoか友血e）：本調査によって5体分の後頭
骨と約800個の骨格が採取された（この他に約440個の
骨格が産出している）．それらの各部位は後頭骨，側頭
骨，上顎骨，下顎骨，歯，胸骨，腸骨，恥骨，尾骨，
大腿骨，膵骨，指骨，餅骨などである．このワこの後
頭骨，上・下顎骨および歯について，伊豆熱川ワニ園
の現生ワニ骨格標本と形態的な比較を行った．その結
果，東アジアのマライ半島およびスンダ諸島の淡水域
に生息するマライガピアルワニに最も近いと推定され
た．現生のこのワニは，平均体長が成体で約3m（最大
5m）であり，淡水魚しか食べないために極端に細長い
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吻部と細長く曲がった鋭い歯を持つことで特徴づけら
れる．ちなみに，谷下で産出したワニの体長は，頭骨
のサイズから推定して3～4mほどであった．
シナガメ（kdαS乃β花壷）：腹甲板が1標本産出
した．このカメはアジア大陸では揚子江以南，また台
湾と海南島の湖沼に現生する．

カワウソ（エUm Sp．）：上腕骨が1標本産出した．
日本の更新統からの初産出となる化石記録である．

（2）上部層（陸成相）
化石産状：化石が産出する標高52～65m付近の角礫
混じりの黄褐色粘土層は裂坤に流れ込んだ堆積物であ
り，骨片は散在的に産出するが，部分的に密集して産
することがある．その場合，、同一種あるいは同一個体
の骨格部位ががまとまって産出することが多い．本居
の中部に見られる黒色帯を境に上・下層で産出種が若
干異なる．すなわち，下層からはイシガメが多産する
が，上層からは発見されていない．また，下層ではシ
カを多産し，オオカミ，ヒクマ，トラ，オオツノジカ
などの本州における大型絶滅種の産出が特記されるの
に対し，上層ではタヌキ，ハタネズミ，アナグマ，コ
ウモリなどが多く含まれ，獣類棲息型化石床（鹿間，
1937）の様相を呈する．なお，浜松北高地学部によっ
て1967年～1976年に採取された約1，000個の骨格化石は，
裂辞堆積層より直接抜き取ったものは少なく，多くが
雨水などによって堆帝物から流出した骨格を拾い集め
たものである．
産出化石の種類と産出部位（標本数）：上部層から産
出した脊椎動物化石の26種はすべて陸棲である．この
中で絶滅種はニホンオオカミ，ニホンムカシアナグマ，
クズウテン，ニホンムカシジカ，トラ，オオツノジカ，
ナウマンゾウ，ニホンモグラジネズミの8種である．
また，化石骨の数が多いのは，シカ（約800），ヘビ（約7
0），ヒミズモグラ（30），カエル（30），キクガシラコウ
モリ（20），キジ（20）などである．さらに，骨格部位と
して多いのは，臼歯，犬歯，下顎骨，上顎骨，大腿骨
の順である．特に，シカの歯は幼体から成体までが数
多く産出している．以下にそれらの種類と骨格部位，
その産出標本数を羅列する（＊は絶滅種を示す）．
ニホンザル（眈∝α擁Cαとα？）：臼歯付上顎骨（2），
臼歯付下顎骨（2），犬歯（1），門歯（2），臼歯（3）
キクガシラコウモリ（月丸め0わ所以ぶ摩rrW7ばqUg花αm）：

上顎骨（2），下顎骨（2），大腿骨（2）
モグラ（〟呼m∽柳m）：下顎骨（2），上腕骨（2），
肩肝骨（1），尺骨（1），大腿骨（1），址骨（2）
ヒミズモグラ（【か0けicゐ揖ぶ　αわ0よ慶ぶ）：上顎骨（1），

下顎骨（2），上腕骨（3），脛骨（2）
コウベモグラ（施坪m b erαeゐ0beme）：下顎骨

（2）

アカネズミ（4poくねm揖軍好CわS俗）：下顎骨（2）
ヤチネズミ（Ck拍元0花Omツ877擁Cα花揖）：下顎（1）
ハタネズミ（漉croと揖mOJはeわeJム）：下顎骨（2）
＊オオカミ（α乙扇gJup俗）：烈肉歯（1）（日本最大の
オオカミ化石）

タヌキ（物CとereZ加s uわer血揖）：犬歯（2），下顎
骨（1），右下顎犬歯（1），上腕骨（2），大腿骨（1），
指骨（4）
ヒクマ（Ur古は8αrCと087）：犬歯（1）

イタチ（朗払加血S仏巌Cα）：下顎骨（1），犬歯（1），
脊椎（1），爪（2）

5

＊ニホンムカシアナクマ（A加わg meねSα∽ゐUm）：

右下顎骨（4），下顎骨（1），大臼歯（1），犬歯（1），
上顎犬歯（2），頭骨（1），胸椎（1），脊椎（1），踵骨
（1），第一指骨（1），指骨（1）
＊クズウテン（月扉Oruぶ　uZu比e花Sk）：上顎骨（1）

ウサギ（上申舶Sp．）：上腕骨（1）
＊ニホンムカシジカ（物0花keruuSpnαe花如0花ccぶ）：
下顎骨（1），上顎臼歯（2），下顎臼歯（2），門歯（2），
肩肝骨（1），脊椎（1），第一頚椎（1），尾椎（1），上
腕骨（1），大腿骨
骨（4），距骨（1）， 鮎脛骨（2），立方骨（2），楔状（2），手根骨（2），種子骨（1），
足根骨（1），中足骨（2），踵骨（2），第一指骨（3），
第二指骨（4），第三指骨（6）
＊オオツノジカ（良化0m堺CerOgツαあeZ）：後足の部分
（1）

イノシシ（蝕sJel〟OJ乃ySとαズ）：犬歯（1）

＊ナウマンゾウ（fbαeOわェodo乃托αmαmg）：左右の

下顎骨と臼歯（2）（河合　宏により採集され，国立

科学博物館に登録されている）

モグラジネズミ（A花0urOSOreズSqUαm亘）eS）：下顎骨
（1）

＊ニホンモグラジネズミ（A花0㍑rO80reズノ（pO花わ揖）：

上顎骨（1），頭骨（2），犬歯（2）
＊トラ（も花油em　由rs）：踵骨（1），犬歯（1）
キジ（触よα花US COねんね揖UerSgcoわr）：胸骨（1），
鳥啄骨（1），脛骨（1），足骨（1）
イシガメ（β妨sp．）：背甲（2），腹甲（2）
ヒキガエル（β乙的む扉0ノ毎フ0花王C㍑S）：肩肝骨（1），
鎖骨（3），大腿骨（5）

谷下石灰岩裂博堆積物の時代対比

（1）下部層
堆積物の組成，含有化石および堆稽構造などから本
居は淡水湖の沿岸部あるいは湖に流入する小河川の河
口音別こ堆積したと推定される．また，本居は三方原台
地の下部を構成する内湾性の堆積物である佐浜層に対
比される．その根拠として次の3つの事項があげられ
る．1）下部層の堆帝高度（標高56－62m）が本地域の
南西に広がる三方原台地の下部に分布する佐浜層の堆
横面の高度40～30m）に連続する．2）下部層のF3と
F2魚化石粘土層中に挟まれる灰白色火山灰層（約100c
m厚）とF2魚化石粘土層中の軽石粒が佐浜膚と鷲津
居中の火山灰および軽石粒に対比される．すなわち，
本地域南西の細江町油田（標高約10m）の佐浜居中に
は居厚約60cmの灰白色の火山灰層が露出し，その鉱物
組成は角閃石（63．5％），シソ輝石（25．0％），リン灰石
（5．0％），磁鉄鉱（4．5％），黒雲母（1．0％），ジルロン
（1．0％）からなり，下部は細粒で上部は粗粒の軽石から
なる．この火山灰は，さらに南西の湖西市書見（標高
約18m）の天白原台地下に分布する鷲津層中の淡桃色
火山灰層（層厚約30cm）に連続し，その組成および層
相もよく類似する．3）ワニ，シナガメ，ディステイ
コドンなど，現在の日本列島には生息しない南方系種
の存在から谷下層は間氷期の温暖性気候を示唆し，佐
浜層の堆積環境と整合的である．また，油田の佐浜居
中の火山灰のF．T．年代は0．4－0．3Maと測定され七いる
（土，1984）．以上のことから，谷下層の下部膚を中期
更新世，（Mindel－Riss間氷期，ステージ9又は11）に対
比するのが妥当であると考える．
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（2）上部層
本居は洞穴および裂簿に地上から流れ込んだ局所的
な堆積物であり，これらの地層を他の遠隔地の地層と
対比することは難しい．したがって，産出した脊椎動
物化石による対比が有効となる．浜名湖北岸地域には，
谷下層と同じような石灰岩裂縛堆積層が各地（愛知県
牛川，三ヶ日町只未，引佐町白岩，浜北市根樫など）
で見つかっており，そこから産出する脊椎動物群はい
ずれもナウマンゾウ，トラ，オオカミ，オオツノジカ，
ニホンモグラジネズミなどからなり，本居から産出し
た26種の脊椎動物化石種とよく類似する．これらの
動物化石による対比はそれぞれの堆積層の標高高度か
らも裏付けられる．すなわち，谷下の標高が62－63mで
あるのに対して，只木は65m，白岩は70m，根樫のそ
れは76mとほぼ同一の高度を示している．また，脊椎
動物化石種による広域的な対比によれば，谷下居の上
部層とその近傍の一連の化石動物群は後期更新世のWu
rm氷期に対比され，栃木県安蘇群葛生町の上部葛生層
や山口県秋吉台の上部伊佐層とはぼ同時代の堆積物で

あるとされている（鹿間・島岡，1955；鈴木はか，196
2；長谷川，1966a，1966b）．この時代はステージ2又は
4と考えられる．

舌徽壌

（1）下部層
下部層が堆積した当時の当地域の環境は次のように推
定される．現在の浜名湖の数倍の面積を持つ汽水域
（古浜名湾）が，西は豊橋から東は掛川に掛けて谷下の
南方に広がっていた（池谷，1993；野嶋・青島，1991）．
この湾の北方典部（谷下地域）には中小の河川が凍入
し，それらの河口部には砂州が発達し，浅く広い淡水
域が形成されていたと推定される．ワニやシナガメ，
ディステイコドンの産出とそれらの現生息環境から，
気候はかなり暖かく，水域の年平均水温は18－21℃で
あったと推定される（現在の浜名湖の年平均水温は
16．8℃である）．
下部層の5つの層準より淡水魚の骨片が大量に産出
し，また．ワニ，カワウソ，シテガメが同一層準に埋
積されている状況から，堆轟時の環境事変として次の
ような推定が成り立つ．すなわち，下部のF3層とF2層
の含魚化石粘土層は火山灰の降灰に伴う水棲生物の大
量死によって形成されたのではないかと考えられる．
あるいはまた，淡水域に急激に流入した海水による魚
群の一時的な大量死も考えられる．特に，上部の3つ
の含魚化石粘土層（Fl，FO2，FOl）は海水の流入によ
る環境変化が原因の一つとして想定される．当時，淡
水域に何度かにわたって海水が流入したことが珪藻化
石の分析結果からも毒されている．すなわち，珪藻分
析によって，5つの含魚化石層のうち，特に，F2と　F
02の層準から海水性あるいは汽水性を示す珪藻（

α胤加odぶCひざ　化成αと鱒．C　血CαざれS，qCわとe〟α

8秒ねmm，　肋わざfm m王上mmd0あぶ　　〃たzcんぬ

COCCO乃e的mね　など）が検出された．
ワニ化石はF3含魚化石粘土層の最上部（標高約55．7
m）の層準に集中し，各部位の骨格（約800個）は散乱
した状態で埋没していた．これらのワニの骨格に混じっ
て同一層準からカワウソとシナガメが一カ所にまとまっ
て産出している（図3A）．これらの大型動物の骨格が

数多く同一層準から産出することは，その他の含魚化
石層とはやや異なった堆積状況の下にあったと考えら
れる．すなわち，火山灰の降灰，または海水の流入も
一つの原因として考えられるが，大型の台風などによっ
て大型動物の遺骸が淡水湖の岸辺に打ち寄せられ，石
灰岩の洞窟奥まで運搬されたと推定できる．
（2）上部膚
産出する化石脊椎動物群26種の生息環境を現生種の
それと比較して推定すると次のようになる．26種のう
ち，丘陵地の森林に棲息する種（55％）と平地の草原
に棲息する種（45％）の割合はほぼ同じである．この
割合は現在の”谷下”地域と類似する．当時の気候はは
オオツノジカなどの北方系動物群の生息によって，現
在より寒冷であったと考えられる（赤木，1975；湊・
井尻，1976）．

まとめ

1）谷下石灰岩体の洞窟および裂坤に堆積した地層を谷
下層とし，屠相，堆稽構造および含有化石の種頬に
よって，本層を淡水成の下部層（最大層厚約6．5m）
と陸成の上部層（層厚約3～8m）に2分した，
2）下部層には含魚化石粘土層が5層（F3，F2，Fl，
FO2，FOl）確認され，フナ（（力rassius sp．），コイ
（qpr花花ぶCα頑0），ディステイコドン（かねとOeCゐ0－
do花Sp．）などが同定された．
3）下部層のF3含魚化石粘土層の上部からワニ

αocodyJ肋）5体分（約800個の骨格）とシナガメ

0α由α乙dh俗ね）やカワウソ（エ乱打m sp．）の骨格

（

　

や

ヽカ

産出した．
4）部層からはトラ，オオカミ，ニホンムカシジカなど
の絶戎種8種を含む26種の脊椎動物化石（約1000個の
骨格）が採集，同定された．
5）下部層を堆薇面高度，火山灰，堆積環項から三万万
原台地下部の佐浜層に対比し，中期更新世（Mindel－
Riss間氷期・ステージ9又は11）の堆積物と推定した．
6）上部居は脊椎動物化石によって，上部葛生層と上部
伊佐居に対比され，後期更新世（Wurm氷期・ステー
ジ2又は4）とした．
7）下部層から推定される谷下付近の当時の環境は，内
湾奥部に流入する中小河川の河口域で，広く浅い淡
水域であったと推定される．

8）上部層が堆辞した当時の谷下地域の環境は，森林性
の丘陵地を背後にもつ，草原性の台地であったと推
定される．
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8 野　嶋　宏　二

図版1　谷下石灰岩裂縛堆積物の露頭と産出したワニ化石の骨格標本．

a：谷下第1露頭（南面露頭）（中央人物の足下が標高57mで，F2層が露出する），

b：谷下第3露頭（西面露頭）（人物の足下が標高56，5mで，F3層が露出する），

C：ワニの大腿骨化石（5－6体分）（右から2番目と3番目の骨は同一個体のものと推定される），

d：ワニの歯化石（上列の細長く湾曲した歯は前側歯で，下列の太く短い歯は奥側歯である），

e：ワこの後頭骨化石（第1露頭から産出した5体分）．

Pl8tel The outcrops of the”Yage”limestone fissuresand the crocodilian bones from the F3

bed．

a：the outcropl facing to the south．The F2bedis exposed just below the feet of a man

standing at the center（about57mlevel），

b：theoutcrop3facingtothe west．TheF3bedis exposedjust belowthefeet ofmen（about

56．5mlevel），

C：fossilcrocodilianfemurs belonglng tO five or sixindividtlals．Second and third femurs

from the right maybe from the sameindividual，

d：fossilcrocodilianteeth．Slenderandcrookedteethinthe upperline are foreteeth，and thick

and short teethin thelowerline are back teeth，

e：Cranialtables of crocodilianS belonglng tO fiveindividuals from the outcropl．
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10 野　嶋　宏　二

図版2：谷下第3露頭のF3層における魚骨の産状と3魚種の咽頭歯．

a：F3居中の脊椎骨と肋骨の産状，

b：F3居中の鯉蓋骨の産状，

C：フナの咽頭歯，

d：コイの咽頭歯，

e：ディステイコドンの咽頭歯，

f：F3層中のフナの主鯉蓋骨．

Plate2：Mode of fossiloccurrence of fish bone fossilsin theF3part at the outcrop3and pha

ryngealteeth of fresh－Water fishes．

a：fossil occurrence of vertebra and rIb bonesin the F3bed，

b：fossiloccurrence of opercular bonesin the F3part，

C：pharyngealteeth of Carassius sp．，

d：Pharyngealteeth of CyprlnuS Carpio，

e：Pharyngealteeth of Distoechodon sp．，

f：OperCular of Carassius sp．
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Plate2


